
インターンシップ生 募集
学生さんの社会参加応援！ 市役所で長期の就業体験しませんか

市職員募集

アツイ人、　　大歓迎！インターンシップ生 募集

平成23年 10 月採用 市では、平成 23 年 10 月１日採用予定
として下記の職員を募集します（国籍は
問いません）。まちづくりや市民福祉の
向上のため、本気になって取り組める人
をお待ちしています。

①採用予定職種・受験資格および採用予定人員
②受験手続および受付時間

　市では、長期のインターンシップ（就業体験）を実施し、
学生の皆さんの社会参加を応援します。
　市役所における就業体験を通じ、「地方公務員とは」「泉
大津市とは」「市役所の業務内容とは」「どの分野で活躍し
たいか」などを見極める機会として、積極的にご参加くだ
さい。
対象　平成 23 年４月１日現在、学校教育法に規定する大
学（短期大学を除く）の２年生で「泉大津市役所で就業体
験をしたい」という熱い思いのある人
募集人数　５人程度
選考日時　６月26日㈰　午前10時～
選考内容　当日、90 分間で記入いただくエントリーシー
トの内容をもとに選考

※応募多数の場合は面接にて二次選考をします。
体験内容　２年生と３年生の夏休みに１か月程度の就業体
験、また市の催しなどへの自主参
加
実施要領と申込書などの配布
人事課窓口で配布。本市ホーム
ページでダウンロードも可
申込　６月 13 日㈪から 20 日㈪
までに申込書を人事課へ持参、ま
たは人事課宛に郵送。郵送の場合
は６月17日㈮までの消印有効
問合　人事課（市役所４階）

上級土木職 

保健師

社会福祉士

臨床心理士

保育士

１人

１人

１人

１人

３人

【上級土木職受験資格の注意事項】
 上級土木職の受験については、土木施工管理技術検定試験の受験資格である「国
土交通省令で定められている学科（指定学科）」の履修が必要となります。

※ただし、次のいずれか一つに該当する人は、受験できないものとします。
①成年被後見人、被保佐人（民法の一部を改正する法律（平成 11 年法律第
149 号）附則第３条第３項の規定により従前の例によることとされる準禁
治産者を含む。）

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受け
ることがなくなるまでの人

③泉大津市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過し
ない人

④日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政
府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこ
れに加入した人

1. 提出書類…職員採用試験申込書、受験票
　※職員採用試験申込書および受験票は本市
所定用紙で、人事課にて６月１日㈬から交
付。市ホームページからもダウンロード可。

2. 受付期間・時間…
　６月 20 日㈪～30 日㈭　午前 8 時 45 分～
午後５時15分

　※人事課窓口にて受付（土・日曜日は除く）。
なお、郵送による申し込みは、〒595-8686
（住所記載不要）泉大津市役所　人事課宛に、
６月28日㈫までの消印有効で受け付け

1. 第１次試験…７月９日㈯　午前９時～　　
市役所（受験者数により変更の場合あり）

　※結果は合否に関わらず本人に通知します
2. 第２次試験…第１次試験合格者に通知
3. 第３次試験…第２次試験合格者に通知

問合　人事課（市役所４階）

受験資格職 種 採用予定
人員

③試験日および試験場
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こ
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
）

放
送
内
容　
ま
ず
、
訓
練
の
予
告
放

送
が
流
れ
、
そ
の
あ
と
サ
イ
レ
ン
が

約
５
秒
鳴
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
次

の
内
容
の
放
送
が
２
回
流
れ
ま
す

　
「
訓
練
、
訓
錬
、
訓
練
こ
ち
ら
は
、

泉
大
津
市
災
害
対
策
本
部
で
す
。
午

前
９
時
３
分
大
阪
府
沿
岸
に
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
安

全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
訓
練
、
訓
練
で
す
（
繰
り

返
す
）」「
以
上
で
訓
練
放
送
を
終
了

い
た
し
ま
す
」。

　
津
波
避
難
訓
練
に
参
加
し
な
い
人

お
よ
び
訓
練
地
域
以
外
の
皆
さ
ん
に

は
早
朝
か
ら
お
騒
が
せ
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合　
危
機
管
理
課
（
市
役
所
４
階
）

　

津
波
避
難
訓
練

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

を
実
施
し
ま
す
。

ニ
チ
ュ

が
起
こ

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

義
援
金
合
計

義
援
金
合
計

　

４
２
０
０

　

４
２
０
０
万
円
超

万
円
超

日
7/3

城県沖を震源とした東日本大震災
を受け、本市では被災地域の早期
復旧および復興のため、支援物資

の搬送や、給水活動を行う職員派遣などを
実施しています。
　また、市では泉大津商工会議所と合同で
東日本大震災義援金対策泉大津本部を立ち
上げ、地震発生直後から市民・各種団体の
皆さんから多くの義援金をいただいていま
す。同本部と日本赤十字社泉大津地区に集
まった義援金は、５月６日締め切り分で
4,291 万 4,141 円となりました。ご協力、
誠にありがとうございます。これらの義援
金は、日本赤十字社、岩手県大船渡市、日
本商工会議所へ送らせていただきました。
　市では今後もできる限りの支援に取り組
んでいく所存です。なお、６月１日以降の
義援金受付窓口は、市役所隣の総合福祉セ
ンター（日赤泉大津地区）となります。
問合　秘書広報課（市役所４階）　

市内３中学の生徒会が、南海本線市内３駅の駅前で募金活動を
行い、多くの皆さんのご協力をいただきました

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮

…訓練対象地域 …防災行政無線の拡声器位置

7/3 津波避難訓練対象地域



　
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

居
住
部
分
に
対
し
て
廊
下
の
拡
幅
や

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
の
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
額
の
う
ち
、
１
０
０
㎡
相
当
分
ま

で
の
３
分
の
１
の
額
を
翌
年
度
に
限

り
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
改
修
工
事
を
行
っ
た
居
住
部
分
に

65
歳
以
上
の
人
、
介
護
保
険
法
の

要
介
護
も
し
く
は
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
人
が
居
住
す
る

こ
と

▽
改
修
工
事
の
内
容
が
、
通
路
ま
た

は
出
入
り
口
の
拡
幅
、
階
段
の
勾

配
の
緩
和
、
浴
室
の
改
良
、
便
所

の
改
良
、
手
す
り
の
取
り
付
け
、

床
の
段
差
の
解
消
、
引
き
戸
へ
の

取
り
替
え
、
ま
た
は
床
表
面
の
滑

り
止
め
化
で
あ
る
こ
と 

▽
改
修
工
事
費
用
が
、
補
助
金
な
ど

を
除
き
、
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
居
住
者
の
要
件
を
確
認
で
き
る
書

類
▽
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
改
修
工

事
に
要
し
た
費
用
の
額
を
確
認
で

き
る
書
類

▽
改
修
工
事
を
行
っ
た
箇
所
の
工
事

前
後
の
写
真

そ
の
他
注
意
事
項

▽
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
、
ま
た
は
新
築
住

宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
と
重
複
し
て
同
時
に
適
用
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
過
去
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

の
適
用
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
住

宅
は
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
を
有
す
る
住
宅
の

場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面
積
に
対

す
る
居
住
部
分
の
床
面
積
（
１
戸

あ
た
り
最
大
１
０
０
㎡
）
の
割
合

に
相
当
す
る
固
定
資
産
税
額
が
減

額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
つ
い
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
居
住
部
分
に
対
し
て
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
う

ち
、
一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分

ま
で
の
３
分
の
１
の
額
を
翌
年
度
に

限
り
減
額
し
ま
す
。

要
件　

▽
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事

の
う
ち
、①
を
含
む
改
修
工
事
を

行
い
、
改
修
工
事
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準

に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

　
①
窓
の
改
修
工
事

　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
④
外
壁
の
断
熱
改
修
工
事

▽
当
該
改
修
工
事
費
用
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、
そ
の
住

宅
全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

を
証
す
る
書
類

▽
建
築
士
（
登
録
建
築
士
事
務
所
に

所
属
す
る
人
に
限
る
）、
指
定
確

認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
が
発
行
し
た
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
て
い
る
証

明
書

そ
の
他
注
意
事
項

▽
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

固
定
資
産
税

減
額
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

省
エ
ネ
改
修
工
事

バリアフリー改修・省エ
ネ改修・耐震改修・長期
優良住宅の新築など、一
定の工事を行った人は申
請をお願いします。
問合　税務課固定資産税
係（市役所１階９番窓口）
　

1

2

固定資産税（償却資産）
の実地調査を行っています

事業者の皆さん
ご協力をお願いします

4

税
の
減
額
措
置
ま
た
は
新
築
住
宅

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

と
重
複
し
て
同
時
に
適
用
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
過
去
に
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
住
宅
は
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面

積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
床
面
積

（
一
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産
税

額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
18
年

１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
建
築
基
準
法
に
基
づ

く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

よ
う
な
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の

う
ち
、
一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当

分
ま
で
の
２
分
の
１
の
額
を
翌
年
度

か
ら
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
な
改

修
工
事
で
あ
る
こ
と

▽
改
修
工
事
費
用
が
１
戸
当
た
り
30

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

減
額
期
間　
▽
平
成
21
年
12
月
31
日

ま
で
に
改
修
し
た
場
合…

３
年
度
分

▽
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
12
月
31
日
ま
で
に
改
修
し
た
場
合

…

２
年
度
分　
▽
平
成
25
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

改
修
し
た
場
合…

１
年
度
分

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
市
、
建
築
士
（
登
録
建
築
事
務
所

に
所
属
す
る
人
に
限
る
）、
指
定

確
認
検
査
機
関
、
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
が
発
行
し
た
耐
震
基
準

適
合
証
明
書
、
あ
る
い
は
、
登
録

住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行
し
た

住
宅
性
能
評
価
書

　

※

耐
震
等
級
に
係
る
評
価
が
等
級

１
、
等
級
２
ま
た
は
等
級
３
で

あ
る
も
の
に
限
る

　

※

市
が
証
明
書
を
発
行
で
き
る
の

は
、
市
か
ら
泉
大
津
市
木
造
住

宅
耐
震
改
修
補
助
金
を
受
け
て

耐
震
改
修
を
行
っ
た
と
き
の

み
。
こ
の
場
合
、
建
築
住
宅
課

で
証
明
書
を
発
行

▽
耐
震
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額

を
確
認
で
き
る
書
類

そ
の
他
注
意
事
項

▽
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改

修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
と
重
複
し
て
同
時
に
適
用

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合
、
建
物

全
体
で
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
居
住
部
分
の
床
面

積（
１
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
そ
の
住
宅
全
体
の
床
面
積
に
対

す
る
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産

税
額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　

平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
一
定
の
要

件
を
満
た
す
長
期
優
良
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
の
う
ち
、
一
戸
当
た
り
１
２

０
㎡
相
当
分
ま
で
の
２
分
の
１
の
額

を
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定
長

期
優
良
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
１

戸
建
て
以
外
の
賃
貸
住
宅
の
場
合

は
40
㎡
）
以
上
２
８
０
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と

減
額
期
間

▽
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住

宅…

新
築
後
７
年
間　
▽
上
記
以
外

の
住
宅…

新
築
後
５
年
間

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

新
築
し
た
年
の
翌
年
１
月
31
日
ま
で

に
申
告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
提
出

▽
長
期
優
良
住
宅
認
定
通
知
書
な
ど

の
写
し

そ
の
他
注
意
事
項

▽
新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
と
重
複
し
て
同
時
に
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面

積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
床
面
積

（
一
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産
税

額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　市内で工場や商店などを経営し、その
事業のために機械・装置、器具・備品な
どの事業用資産（償却資産）を所有して
いる人は、毎年１月１日現在の資産の状
況を市に申告しなければなりません。
　市では、市内事業所に対し、これらの
事業用資産の状況を確認させていただく
ため、調査を随時行っています。
　つきましては、税務課職員が事業所を
訪問し、帳簿書類（固定資産台帳、決算
書類および法人税（所得税）の申告書な
ど）を確認させていただく場合がありま
すので、その際にはご協力をお願いしま
す。
問合　税務課固定資産税係（市役所１階
９番窓口）

耐
震
改
修
工
事

長
期
優
良
住
宅
の
新
築

3

4

固定資産税（償却資産）固定資産税（償却資産）
の実地調査を行っていますの実地調査を行っています

事業者の皆さん事業者の皆さん
ご協力をお願いしますご協力をお願いします

5 広報いずみおおつ　平成23年6月号

蜷固定資産税減額についてのお知らせ



市･府民税 納税通知書
を送付します。

平成

年度

　平成23年度の市・府民税納税通知書を６月中旬に送付しま
す。個人市･府民税は前年中の所得をもとに計算され、１月１
日現在市内にお住まいの人に対して課税されます。

① 昨年度（平成 22 年度）にすでに「公的年金からの市・府
民税の特別徴収」が開始されている人の場合
　今年２月の特別徴収税額と同額を、４・６・８月支給の公
的年金から引き続き特別徴収しています。これを「仮特別徴収」
といい、また、この税額を「仮特別徴収税額」といいます。
　今年度（23 年度）の 10 月以降の特別徴収税額は、今年度
の公的年金に対する税額から、４・６・８月に特別徴収する「仮
特別徴収税額」を差し引いた残りの税額となります。
　仮特別徴収税額および 23 年度の特別徴収税額については、
納税通知書の表紙と、課税明細書に記載しておりますのでご
確認ください。
　なお、22 年度において、税額変更などにより特別徴収が停
止となっている人については、第１期分および第２期分は「普
通徴収」、10 月以降については「公的年金からの特別徴収」
となりますのでご了承ください。
　また、23 年１月２日以降に他市町村へ転出した人、または
本市に転入した人は、今年度は公的年金からの特別徴収はさ
れません。
② 平成 23 年度から初めて「公的年金からの市・府民税の特
別徴収」が開始される人の場合
　平成 23 年４月１日現在 65 歳以上の人のうち、年金所得に
対して市・府民税額が発生する人については、今年の10月以
降に支給される公的年金から、「公的年金に対する市・府民税
額」を引き落とします。これを「公的年金からの市・府民税
の特別徴収」といいます。
　なお、特別徴収するのは「公的年金に対する市・府民税」
のみですので、他に不動産所得や営業所得などがある場合は、
それらに対する税額は給与からの特別徴収（給与天引き）ま
たは普通徴収 ( 納付書や口座振替などによる納付）となりま
すので、ご注意ください。
▷対象者…平成23年４月１日現在65歳以上の年金受給者で、
年金に対する税額が発生する人です。なお、老齢基礎年金な
どの支払いが年間18万円未満の人や、介護保険料が公的年金
から特別徴収されていない人などは、特別徴収の対象とはな
りません
　※特別徴収の対象となる人については、納税通知書の表紙
に、「公的年金からの特別徴収税額」「特別徴収を行う公的
年金の種類及び支払者の名称」などを記載していますので、
ご確認ください。

▷特別徴収が行われる年金…老齢または退職を支払事由とす
る公的年金

▷特別徴収が開始される時期…平成 23 年 10 月に支給される

公的年金から
▷特別徴収税額…「公的年金に対する年税額の２分の１」を
10 月以降に支給される公的年金から特別徴収します。した
がって残りの２分の１については、第１期分と第２期分と
に分けて、６月および８月に普通徴収 ( 納付書や口座振替
等による納付）の方法で納付いただきます

▷仮特別徴収税額…仮特別徴収税額については、前記「①昨
年度から公的年金からの市・府民税の特別徴収が開始され
ている人の場合」の説明をご参照ください

　申告期限内（３月15日まで）に配偶者控除や扶養控除、社
会保険料（国民健康保険料や国民年金保険料など）や生命保
険料・地震保険料の申告がお済みの人については、申告いた
だいた内容が市・府民税額の決定に反映されています。まだ
申告がお済みでない人は、申告をすることにより税額を低く
抑えることができる場合がありますので、それらの金額が分
かる証明書などと印鑑をご持参のうえ、ご相談ください。

　不慮の災害にあわれた場合や、生活保護法による扶助を受
ける人、その他特別な事情により納付が困難な人は、その状
況により市税の納期を延ばしたり、分割納付や税額を減免す
る制度がありますのでご相談ください。なお、次の要件に該
当する人は、減免を受けられる場合がありますので、お問い
合せください。
　また、減免の申請は原則としてその税の納期限の７日前ま
でに提出しなければなりません。
主な減免要件
個人市・府民税の場合
▷生活保護法の扶助や、貧困により生活のため公私の扶助を
受ける人

▷当該年において、所得が皆無となったため生活が著しく困
難となった人、またはこれに準ずると認められる人

▷学生および生徒
▷不慮の災害により納税の能力を喪失した人
▷前記に類する人であって特別の事情のある人
固定資産税・都市計画税の場合
▷貧困により生活のため公私の扶助を受ける人
▷災害により使用することのできない固定資産を有する人
▷営利を目的としない法人が直接公益の用に供する固定資産
（有料で使用するものを除く）
▷不慮の災害により納税の能力を喪失した人
▷前記に類する人であって特別の事情のある人
問合　税務課市民税係・固定資産税係（市役所１階９番窓口）

公的年金からの市・府民税の
特別徴収（引き落とし）制度について

扶養控除などの申告はお済みですか

不慮の災害にあわれた場合などに…市税の減免
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際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
広
い
視
野
と
感
覚
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、「
深
喜
人
材
育
成
基
金
」

を
活
用
し
、
平
成
18
年
度
よ
り
青
少

年
の
海
外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、「
英
語
を
学
び
た
い
」

と
い
う
向
上
心
を
も
っ
て
応
募
し
た

中
学
生
か
ら
大
学
生
の
男
女
15
人
の

研
修
参
加
者
は
、
３
月
20
日
か
ら
28

日
の
９
日
間
に
わ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
セ
ブ
島
に
あ
る
全
寮
制
の
語
学

学
校
に
滞
在
し
な
が
ら
、
英
語
力
を

磨
き
ま
し
た
。

　
研
修
校
で
あ
るEnglish Fella

（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ
ラ
）
は
、

日
本
や
、
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
英
語

が
苦
手
な
ア
ジ
ア
圏
の
学
生
に
、
第

二
の
言
語
と
し
て
英
語
を
教
え
る
語

学
セ
ン
タ
ー
で
す
。
全
寮
制
な
の
で
、

先
生
や
各
国
の
生
徒
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
24
時
間
、
す

べ
て
英
語
で
す
。

　
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
文
法
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ベ
ル
テ
ス

ト
。
こ
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

自
分
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
分
け
が
さ

れ
、授
業
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
、グ
ル
ー

プ
レ
ッ
ス
ン
な
ど
一
日
約
６
時
間
に

お
よ
び
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
終
了
後

は
、
校
内
で
他
国
か
ら
の
研
修
生
ら

と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
だ
り
、
校
内
の
プ
ー
ル
で
楽

し
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
研

修
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
最
終
日
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
会

話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
会
話
の
幅
が
広
が
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
の
勉
強
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」「
英
語
が
上

達
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
文
化
、
習
慣
に
つ
い
て
も
学
べ

た
」「
韓
国
な
ど
他
の
国
の
友
だ
ち

が
た
く
さ
ん
で
き
た
」
な
ど
、
研
修

生
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
生
に
よ
る
研
修
報
告
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。

問
合
　
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

セブ島で
英語を学びました!

平成22年度
フカキ夢・ひとづくり海外派遣研修のご報告

フィリピン・

（プロフィルは研修参加当時）

（池浦町）
宇野 恵利花 (17)

（北豊中町）
中村　文哉 (16)

（虫取町）
濵村　彩夏 (15)

（松之浜町）
林　明日香 (17)

（虫取町）
二井　春香 (16)

（東雲町）
堀内　梨花 (19)

（松之浜町）
水野　慎也 (15)

（宮町）
宮﨑　智子 (16)

（東雲町）
吉村 紗也香 (16)

（寿町）
大橋　歩 (17)

（北豊中町）
岡田　朋美 (18)

（田中町）
小山　紗里 (16)

（東豊中町）
上田 有美香 (19)

（板原町）
添田　杏奈 (16)

（池浦町）
寺田　有里 (20)

今
回
学
生
た
ち
が
滞
在
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ

ラ
校
。
英
語
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
が
終
わ
る
と
校

内
に
あ
る
プ
ー
ル
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
で
き
、
参
加
し

た
学
生
ら
は
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

本研修で活用した「深喜人材育成基金」とは？
　「深喜人材育成基金」は、本市板原町に本社を置く深喜毛織㈱か
らの寄付金を基礎として、人材育成に関わる事業などにあてられ
るものです。本研修では、この基金を利用して研修費用の半分を
市が補助し、残りの半額を本人による負担としています。
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